



































































































































































































































































































































































Goldsmith (1970, pFL 193-95) I~ 1740-68'(~'TiC}~~~~~f*'~,. ~~~C Gregcry ~) Moralia (PL, 7~, 943) ~~~~L7~~~ 
~~~~*,~~l~~~4 ;{ - ~;SC~)~tLCV'~) ~ lr> ~ . ~ j~~~~~i~l~eou~Jlf 1741-47 ~?a) r(~~,~:~~~~~~~ a)i~) ~q)~)~ 
~~~~O ~v*~~~q)~~~~:~'~ ~r~~~;~~~iT~~~~ ~ f~~ly* ~ ~ ~~~~ ~, J ~~~ ~~~~I~. Ambrose. Exameron. CSEL 32, 
Il 240~) rn~~t~.v*~~=)~i~~~P~~~~1;~~~~~ ~. f~~~i~c)~~=~ LICV*tLi~. ~;~~O (r~i~~J a)J: ~ }C~}~l~ICJ;~ 
f*~~~~~I~t~~lr>~~) ~~;~;t~~i~~tC~ ;~f~;~~~!-~~)t~~ < C~~~J a)~~~~~~)~ ~~~Clr'~. 
~t*-~~~~ (1970, I~ 196) I~. 1740'fTa) r;~V't~~~,~~,1~] oferhy~dad~~l ~~Moses~~~]V~f:lJII~~i~:~~~iC~ 
;~:~~~'1/q)~iiC~fl)t*･~:~) r~)t~~t,--~~j~~~~i~~~~L. ~~~}C~~~:*~~~~;~CIC~;;~4;~~~~~~~:~. ~~~~i~~~i~L. 
~1-~i~~~~~:~.･itt~~1)~~. ,t･~S~~~ . ~~t~~t*-~)~Ul. ~~~~~*.~L~~ ~q)t~i~V*~ ~ }c Lt~~~v>J (Deut. 12:14) ~~.*~~.v* 
~~~~~;~ ~v>~. L~･U~~~~~~~C~~t,_=~a)i~;~ r~~~~J ~~/~:~ 1/;~~~~t~~~t,_-. ,~~a)3,~,i~~j~~~~}C}~~~I~T~~l' 
~~~~~9t:~~~:~L~l~~,O ~~ 11~~~~~~t~~r~1~4~[tl~~~;~}~) J~ ~ }[.~H*.~ ;~. 
Kaske (plL 2S1-82) }~flpDD~eowulf A~E4~~~ ~ . Hrothgar a)~{:~C~~~. sapientia (~l~:*.) ~~ fortitudQ (;tl) ~ 
j~/~~~~;~~ 7~~~OCv*~ ~~~~f･･<~Cv';~~~. ~~~~~~~~)~D~~:*. (11 1724-27) tCOV>Ca)~~~l~~=*1~~~;~l~f~?~~9~i 
~f~;~efCv*~ (p.280). 
~ t,_-. 1740-42a ~)oa ~~t him on innan ofer-hygda d~i~1/,~~~xer~lond wndad, honne se weardswefea,/s~w~le hyrde 
rOV*~Cl~'f~q),L･a)~F}Cl~)~v*~~~~l~~,I~:~~ / ~~~~C~~~~i~t~. ~~)~~~~~1)1CV*~r*~}C / ~~~~~~~~"*~:~~~J j~ 
ALgustine ~ De libero arbitrfo. 111, 24, 73 a) Silperbia enim avertit a sapientia (Pride turns one from wisdom) i~~* 
~/~~ ~;~~~. ~~~) s~weiehyrde r~~A. ~~a)~~~i~~j~J I~ sapientia ~~~~t~~~~i~~~~v*;~ (p. 281). ~~ ~SC 
Kaske l~. r~i~CJ q) ~~ ~)~;~~I~)EE~~. gytsaa grom-hydl~, nallas on gylp sele~lfa~rttle beagas (1749-50a) r~~~~; 
iC LC~~ V Oi~~< ~~;~~i~~ ~ ~~~t~~v* / ~~~i~)~i~~~~~*~tJ ~~~i~ (avaritia) }COlr>~~~~~L~)~~. Gregory, 
PL76, 150; PL75, 1973-74 ~ ~1V>1~lr*~, ~ ~ SC. ~~~~~*+* a) I Tim 6-10 I~~~) ~ b~)~)~i~~)~~;~1~~)~) ~l_,_~T~;~~tLC~~ 
~ . I~~,f~~ (superbia) ~C~l~~~; ~a)1:~~)~ ~~~~~LICV*~). 
~q)~ ~ }C Kaske l~ r~~~~J ~C~~~~~*,*~R~;q)j~:~~~!~~~~t~J~~~f~'~~~)t;J~~~~ ~. r~i~CJ a)~~~~:I~ sapientia ~)7~ii~~ 
1:~~~)~ ~~~~v'~~~l~. Hrothgarq)~~~1l~ rJ~c~~~a)~CV'J (eternal salvation) I~i~t~~ < rEEi~:J (wise kingship) 
~~:< :: ~~~~~);~ ~ v>~ ~~~R~,~~;~~~･~~v*~. 
f~~~f. ~~~~}~:~)~~~~~:~~7..~)f~~V*~f~~~~~~;~ ~ ~V*. ~!J~l~. K. Sisam. The Structure ofl3eowuif (Oxford~J. P., 
1965), PfL 78-79: 'L_ they put forward no characteristically Christian doctrine. Most intelligent men would agr~e that 
overweening is a vice, especially in the crude form that Hrothgar thinks of- miserliness, rapacity and the wanton 
killing of companions (1709 ff.) Reversals of fortune (1769 ff.) are a commonplace subJect of reflection and story 
among pagans. So are the shortness and uncertainty of human life (1753 ff.) " ~ John Halverson. "~eowulf and 
Pitfalls af Piety". University of Toronto Quarterly, xxxv. No. 3. April, 1966, 261-78. t~~ ~~2~) ;~ . 
2. ~J~E'I~:~~ ~r~-~r~7jl/7J q)~l~~#!~~~~ (~~~~~~. 2006). ~i~2~ rr~-)~~T'V7i jC~~~~~, r~EJ 
vs r~~t~~JJ ~~~..=*.,,~. 
3. ~~~~;~~~~}:~S}t~~ rl~:'1~J e)t~v*~:~i~~,. 
Danie/ [;:~~~tt ~~ rl~i'f~J 
4 ;~ ~~ ~;)~.a)~}~~~q)~~ ~ }C~~lr>. '~~L~:~~~)~4~J~~~~~~i)~~i~LIC~j~l~;~a)~~v~ ~;t~) . ~~> U;~,~~~~a) 
~i~l~~~,f~*~~~~l). ~~q)~~;~~:~~1C~~Ot*-. ~~L~~~*~.~~~f~~I}~~~~~,~~~~ . 4'~~~C r~l~~:J (snytro) ~;i~~~f~~. 
'4~ ~ ~ -~~~j~~~~:*,~~l~'~.*~1~~)~ ~: ~ ~~4~ L~/t~~. ~~~~C~;~a)~~~~F (eor~an dreamas) -~)~;t~~=~~'4~~~'~7~i~~ 
q)~~~~ (~ies r~~des) ~~~ii L~~ ~ . ~~~)~~~~:Ov>SC~p~~C~ ~~ ~ ~f~~ L~;J~:~~~ti:~{i~O IC ~ ~ O f,_=. Daniel 
~~) rl~~,l~~J i~~~q)~S'~~;=1*1~JI~~~~~ii~~LiCf~~Ot*- ~~)a). (~ ~~)~J~~~~~ t~~Of*'~ ~ ~C.~i*.lr>.) 1~~,l~~~~,~･}C~i~tL. 
~~~:*.~, ~~~C~~' ~ . ~~I~t~)~~fa)f:~) I[J~~~~~a)~~lJ~~;~:~~;~~f. ;~;~i~~)~:F~~CT~ ~ ~ ~~t~t. 
Vainglory ~5 L~ ~~ rl~~~~J 
~~i~a)~~~~~)~~~~)~A~ l~}~iC~lf'O C~~~~~~)~ ~ ~ ~~~~. ~~~~~)~ ~ < t~~ O t*~~~ (~~Al~f"~~~~~t~ip.~9i:~~ 
~ ~ ~ ~C~)~~~~~~t~::~;~ (~aam5d, 68b, 78a) ~~~~;~t~)) i~~~~~~~~~~ tC~L;~~ ~,~!*.v'. ~~･~:;~~~~~~1~~~Z~. 
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傲1曼は悪魔の策略であり、心が「悪魔の弓矢で」（f言㎝d齪川細伽m，27且〕射られたり、「飛び矢の雨に打たれ
る」蜘仙m5ピ巨o旭ρ，ヨ5且〕結果であるとメタファーが用いられる。傲慢な心は決して満ち足りたものではなく、
不満と嫉妬にさいなまれる。H邑祀mdも貧欲にとらわれたように、傲慢の結果、負（マイナス）の感情に襲
われるのは悪魔の策略によるのである。
　月hγm’nOMe帽eにおける「傲慢」
　宮殿で良き臣下に贈物をし、彼らにかしずかれ、何ひとつ不自由せずこの世の喜びを享受している王の独
白が語られる（1－40Lその王の心に突然怒りが生じ貧欲が頭をもたげ・悩みにさいなまれる（4一一亨4Lそん
な風にこの世では王者は力と幸福を失い倒柞る（55－58）。その結果、世は乱れ民は滅びる（59－69）。次にまた’
一人称に帰り・自らの墓を想像する（70－79a〕が、一転、神の慈悲にすがる恩いになり、永遠の喜びを得よう
とする（79b一呂7〕’。この作晶では「傲慢」という・用語は用いられてはいないが、幸福な王がその絶頂期に罪の
心に犯されるパターンはSem㎝などと同じである。
　　4、この句は議論の多いところだが、キリスト教的解釈（Go／d；m廿h（1970）など）を採るかゲルマン的世
俗的解釈（Ch町1e呂Don刮hue，‘Beowulf邑nd　Chrj；tj且n　T閉di寸i㎝＝A　R㏄on呂id巳閉j㎝fro叩刮Cel1i巳St且no已’，n固d丘jo
21（1％5），55－l16など）を採るかで意味が違ってくる。前者の場合は、「神の法（十戒など〕を遵守して永遠
の救いを願う」ことになり、後者の場合は、「死後（永遠）に残す名声を選ぶ」ことになる。同句が古英語キ
リスト教詩のD珊j巴130bとE畑du5516bにも用いられているが、前者の意味である。
　しか←こ．の説教ではそう単純にキリスト教的意味か世俗的意味かではなく、「永久不変に勧められる」と信
じられている「生き方」といった倫理的なものである。エピソードに出てくるH且maについても同句が用いら
れている（1201b）が、H且m且の場合はこれほど文脈がな．いのではっきりせず、漠然と「立派な生き方をした」
といった、やはり倫理的な意味であろう。
　　5・A・G・Bmd巴・・Th己A伽f脇wlf・（P・μ且／i冊・・i刮P・・1959〕，叩・20冨一15且・dGd岬th（1963），P・呂3；
（1970），P，207．
　BrodeurもGold；』ilhも、Hrothg肝のS叩巴rbj宜とん畠洲目の警告はAugu；tinEとG肥goryに依拠したもので、
HrothO町自身Heorotを建てて、傲一1曼の罪を犯したか犯しそうになったために、Grende1の来襲に遭ったと反省
或いは意識していると述べている。とすればHrothO肛は自戒を込めてBeowulfに警告していることになるが、
原文からはそれは感得．できない。
　　6．w…nde冒e　wi珊，庫t　hE　We且1d巴nd已　　　　　　　　賢者（B）は思った、　自分が「支配者」を
　　　’ofer芭alderiht　E紬11Dr州nE　　　　　　　　古い提に反して、永遠なる主を、
　　　bitr巴白ebu1ge；br…o呈ti㎜日nw壱o1l　　　　　　　ひどく怒らせたのだと；　胸申は沸き立った
　　　p…O副rum姉On㎝m，；W豆himO蛎WeneW田；、　　　暗い思いで；　こんなことは彼の常ではなかった二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2329＿32）
　　7．W．C．Bol［on一ん㎝加月ηdBeowu庇A皿E助冊一㏄ηmηVjew（Rutg己冊u　P一．1978），pp．128一ヨ4，
Bo／t㎝によれば・Beowulfの成立とほほ同時代（冨世紀中ごろ）の学僧Al㎝inはその書簡で、養子の王子に説
教を垂れる形でいくつかの説教を残しているが、その一つでHrothg趾のような王に、Remember　Heremodと
言うのと同じように・Rememb巳rRobo刮m（Rehobom，レハブアム）と言わせているという。レハプアムは丁列
王記上』・12章1－24節一4章21－31節に言及されているユダの王で、長老の意見を聞かず国を分裂させた悪王
として知られている。Bo1tonはそρ・ほかにいくつか’Hroth筥肝’昌Ser市on’とパラレルな聖書釈義の例を挙げて
いるが、そのうち妥当だと恩われるものはB己owu1f1724－57＝E㏄le呂．611－2のみである。
　　罧。E1囲ine　Tut11亨H百n；en。．‘’Hrothg酊．苫‘Sermon1j皿Beow」』f肥p肛巴nt刮1wi呂dom’’，A皿glo－S脳o日Eηg1即d，lO・
（19呂2），53二67．
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